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誰もいない早朝の校庭に蝉の声が跳ねていた梅雨明けの日、本校に自動掃除機が一台やって来まし

た。「やって来た」は変だと思われるでしょう。実際は、購入したのですが、日々を重ねる中で愛着が湧き、まる

で自動掃除機が１学期の終わりに転入して来たように記憶がリメイクされています。午前７時２０分頃から教

頭先生が散歩に連れ出し、その後は朝学活が終わる頃までおよそ１時間、単独で校内を動き回っていま

す。先端部の高感度センサーがモノを察知し、障害物を避けてあちらこちらと移動します。今朝は、職員室前

でドアを回避しようと、何度も下がっては前進下がっては前進を繰り返していました。その後、職員室へ入るの

をあきらめたのか目的地を変更したのか、プイッと職員室にそっぽを向いて１８０度回転、回れ右の後、図書

室方向へ進み出しました。ゆっくりですが、真っ直ぐに廊下の塵を吸い込みながら悠々と遠ざかり、突き当たり

でスムーズに左折して図書室の中へどや顔で入って行きました。ちょうどその時、生徒の声が階下の昇降口

から響いてきました。「おはようございます」と元気なあいさつを残して、日直で早く登校した生徒は、先程、自

動掃除機が入れなかった職員室へ難なく入って出席簿と学級日誌を手に「失礼しました」と出て行きました。そんな光景を目に

することなく、図書室をせっせと掃除する音がヴィーンと静かに廊下を伝わっていました。ほんの数分の光景にふと心が温かくなる

と同時に妙な切なさを感じました。三者相談、期末テストも終わり寒さも深まる中、生徒は落ち着いた態度で日々の学業と生活

に取り組んでいます。派手なことはありませんが、生徒、教職員ともに、年末にむけて何気ない日常を大切に歩んでいます。

３年生 修学旅行 １０／３０（土）～１１／１（月）
第１日目
往復バス利用
足利発5:00am
宇治着12:40pm

出発式 4:40am 横川ＳＡ 6:15am 宇治平等院 1:00pm 東大寺 3:50pm 奈良公園 4:20pm ホテル夕食7:00pm

第２日目

絵付け体験9:00am 清水寺9:45am 嵐山昼食12:20pm 天竜寺1:20pm 竹林1:35pm 野々宮神社1:45pm 嵐山駅前2:00pm 渡月橋3:00pm 金閣寺 3:50pm

第３日目
京都発 11:30am 本年度は、三中から奈良・京都間

足利着 20:00pm を全てバスで移動しました。夜が明

けず星空を見上げながら出発、車窓に流れる日の出

１組 三十三間堂 ２組 東福寺 9:00am 伏見稲荷 9:30am 京都タワー 11:00am に浅い眠りから覚めました。クラスで見学の後、班

ごとに見学やお土産を買う時間をとりました。コロナ禍の中、３度の期日変更があり、その都度、齋藤

主任を中心に先生方が安全対策と今できる最大限の見学や学習内容を考えました。新たな様式で実施で

きたことを嬉しく思います。３日間天候に恵まれ青空とうろこ雲、ほんのり色づいた木々の葉と古都の

町並みに包まれ、全行程を無事に終了しました。

新・旧生徒会役員 生徒会長 源田俊範 ２－２

２年副会長 後藤遥翔 ２－１

１年副会長 小和田和輝１－２

議 長 五島涼葉 ２－１

副 議 長 佐山達希 １－２

会 計 小野真央 ２－２

会 計 鈴木利空 １－１

書 記 近藤実優 ２－１

旧生徒会役員 餞別会 11/18（木）昼休み 書 記 田中珂帆 １－１ 新生徒会役員
任期満了３年生 生徒会長 小野陽也 １１／５（金）に新生徒会役員の任命式を校長室で実施しました。１１／１８（木）昼

副会長 丸山史夏 議長 小和田朝陽 休み生徒会室にて、新生徒会長の源田君を中心に新役員と１、２年学級長が旧

会計 佐山未央 書記 廣瀨真歩 役員の餞別式を企画実施しました。先輩を敬う礼儀正しさと、これまでの感

謝を込めた飾り付けや送別の色紙、生徒が自分達で考え動いたことを大変嬉しく心が温かくなりました。



優良青少年表彰式 １１／３（水） 市民プラザ ３年１組丸山史夏さんが優良青少年に、

３年２組藤島幸正君が徳行者として、足利市長の早川尚秀様より表彰されました。２

人の謙虚で優れた行いが認められての受賞に生徒、教職員一同大変嬉しく心よりお祝

いの言葉を贈ります。おめでとうございます。

三者相談 １１／８（月）～１５（月） 保護者の皆さんと実際に向き合

ってお話ができたので今後の連携とお子様へのサポートにもとても有効になりました。

資源回収 １１／１８（木） 今回もたくさんのご協力をありがとうございました。

次回は、１２／１６（木）です。どうぞよろしくお願いします。

青少年健全育成連絡協議会 防犯立哨指導 １１／１６（火）・１８（木）・２５（木）・３０（火） 資源回収の呼びかけ

ＰＴＡ本部と安全委員さんのご協力で、部活終了の下校時に、交通指導とあいさつ運動を実

施しました。ありがとうございました。生徒皆さんのあいさつがとても元気で、参加した方々

からお褒めの言葉をいただきました。

よい子の学習発表会展示の部 １１／２３（火）
展示の部が市民プラザで開催され

ました。特別支援学級のみんながア

イディアを出し、心を込めて作製した絵画や切り絵、アニメ画、クラフト工作、フラワー

アート等が展示されていました。作品を鑑賞しながら、作者の思いや夢を感じました。

避難訓練② １１／１９（金） 地震から火災発生を想定しての訓練を実 黒板ＤＥほっと一息
施しました。全生徒、教職員が慌てず、騒がず、冷 おはようございます。

静な行動で避難が完了しました。時間を軸に訓練を 今日は１１月１１日、何の

評価をする場合がありますが、目標タイムを上回っ 日？？調べてみたら今

たのは当然のこと、その真剣な臨場感のある態度に 日は記念日がたくさん

防災ワークショップの学習の成果や日頃からの意識 ありました。話は変わり

の高さを感じました。 ますが、「ありがとう」

かなふり松訪問③ １１／２９（月） 「ごめんなさい」が素直に言えるっていい

２－１音楽 佐藤先生 ２－２理科 金子先生 ですよね。恥ずかしさや変なプライドが

音楽の授業では、アイーダを鑑 邪魔をして言うことを止めてしまいそう

賞しオペラの特徴についての意見 になる時もあるかも知れません。でも、

を交換して学びを深めていました。 やっぱり人と人の心をつなぐのはこういう

また、理科の授業では、気象観測 言葉、あいさつなのかなと思います。

データから天気を科学的な根拠にもとづいて意見交換し班の中で天気予報を発表し合っていました。どちらの

クラスも学習への真剣さはもちろん、日頃からの先生と生徒のほのぼのとした関係を感じました。

見えない未来を信じる力 １１／１７（水）学校集会より

●一万円札は、最高額の日本銀行券ですが、２０２４年からは渋沢栄一と東京駅が描かれることになっています。一万円札に描

かれる人は、渋沢栄一が３人目になります。皆さんは渋沢栄一を知っていますか。 ●江戸幕府最後の将軍慶喜がまだ一橋家にい

た頃、家臣の推挙で渋沢さんは召し抱えられました。渋沢さんは、１８６７年、パリ万博を視察後、慶喜の弟昭武に随行してヨーロッパ

各国を訪れました。帰国後、渋沢さんは大蔵省（現財務省）に在籍しますが、退官後は、第一国立銀行（現みずほ銀行）の頭取に就

任し、以降、実業界に身をおき、東京ガス、東京海上火災保険、王子製紙、帝国ホテル、秩父鉄道、東京証券取引所、キリンビールなど、多種多様の

企業の設立に関わり、その数は５００を越えます。 ●渋沢さんは、「日本資本主義の父」と呼ばれ、日本の近代化を象徴する人物となりました。また、

現在の一橋大学や東京経済大学、そして日本女子大学設立など高等教育の普及にも尽くしました。さらに、養育院の院長を務めるなど５００以上の

慈善事業にも関わりました。「論語と算盤」は、渋沢栄一の講演の口述をまとめたものです。その中には、「自分を知る」「どんなことも誠実さを基準に

する」「思いやりを大切にする」「公のために尽くす」といった今を生き抜く考え方が詰まっています。プロ野球日本ハムファイターズの栗山監督は、この

「論語と算盤」を選手に手渡しているそうです。アメリカで活躍している大谷翔平選手もその一人です。日本ハム入団当時、大谷選手の評判は「二刀

流は無理」「プロでは通用しない」というものでした。しかし、栗山監督は「人間は、なぜ前例がないものを否定するんだ？」「なぜ見えない未来を、信じ

ようとしないんだ？」と逆に疑問を感じ、批判には屈せず大谷選手の二刀流を認めて育成にあたったそうです。 ●幕末から明治へと激動する時代

を公のために生き抜いた渋沢栄一、そして現在、メジャーリーグで二刀流として活躍する大谷翔平選手、２人の共通点は、「見えない未来を信じる力」

があるからに違いないと渋沢栄一の子孫の渋沢健さんは、栗山監督との対談で語っています。 ●秋が深まるこの時期は学校生活の折り返し地点

です。終わりに、渋沢栄一さんの、この言葉を皆さんに贈ります。「目先にすぐ結果が出ないとしても、それはまだ機が熟していないだけ

だ。タイミングがまだ合っていないだけなのだ。事をあきらめることなく、忍耐強く進めるべきだ」、以上でお話を終わります。

道の風 頬を横打ち 流れ去り
みち かぜ ほお よ こ う なが さ

助手席に舞う 白綿の粒 遠く揺れるススキの花穂
じよしゆせき ま しらわた つぶ とお ゆ は な ほ


